
デマンド型乗合タクシーの
効率的な運行の見直しについて

平成２８年１０月２７日

企画政策部企画課

１．東金市乗合タクシーの現状

２．朝夕時間帯における応援車配車の検討

３．市外運行についての検討課題の整理

H28.10.27 平成28年度第2回東金市地域公共交通会議 資料３



１．東金市乗合タクシーの現状

①．利用者数と支出額の推移

②．平成２８年度の行政負担率の推計

③．行政負担率を抑えるために

2



0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

利用者数 利用登録者数

①．利用者数と支出額の推移

○ 利用登録者及び利用者数は増加を続けており、運賃収入も増加している。
○ 平成27年度の支出額は2,249万円であり、国庫補助金額が減額した一方、市負担も抑えら

れており、支出額全体としては減額している。
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※ 平成24年10月～平成26年3月 公平・丘山・源・正気・大和地区にて実証運行
平成26年4月～ 市内全域運行開始 3
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②．平成２８年度の行政負担率の推計

○ 今後、国庫補助は漸減していくことが通知されている。
（(H25年度) 594万円 → (H26年度) 621万円 → (H27年度) 528万円 → (H28年度内示) 394万円）

○ 運賃収入や支出額が平成27年度と同等の場合、平成28年度の行政負担率は約65.1％
(5.9増)となる。
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③．行政負担率を抑えるために

○ 限られた財源の中、行政負担率を抑えるためには、効率的な運行のため、見直しを続けて
いかなければならない。

○ 収支の両面から今後も検討を続けていく。

支出額を抑える収入額を伸ばす
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○ １台あたりの乗車人数を増加させる

○ 時間あたりの運行回数を増加させる

配車の最適化
・運行エリアの設定
・寄道時間の設定 等

サービス水準の向上
（接遇、車両等）

乗合利用の呼びかけ

○ 利用者数を増加させる
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○ 運賃を増額する

（万円）



２．朝夕時間帯における応援車配車の検討

①．１日あたり時間帯別利用者数

②．１日あたり時間帯別予約不成立数

③．応援車を配車した場合の試算

④．１日あたりキャンセル件数
6
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①．１日あたり時間帯別利用者数

○ 利用者の多い時間帯は、８時台、９時台、１５時台、１６時台となっている。
○ 最も利用者数の多い時間帯は６月の９時台で７.１人となっている。

（平成28年度実績値）
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②．１日あたり時間帯別予約不成立数

○ 予約不成立の多い時間帯は、９時台、１６時台となっている。
○ 最も予約不成立数の多い時間帯は、９月の１６時台で１.６人となっている。

（平成28年度実績値）
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③．応援車を配車した場合の試算

○ 通年で１台増車した場合、予約不成立がなくなったとして、1日あたり1.85人利用者数が
増えるが、約543万円の負担増となる。

○ 1日2時間の応援車を増車した場合、最大で384人の利用者増が見込めるが、約87万円
の負担増となる。

○年間を通して配車した場合の試算
委託料 ： １７，５３８，０８４円 ＋ １，０２０，６００円（２，１００円×２時間×２４３日）
運賃収入 ： ３，９０２，６００円 ＋ １５３，６００円 （３２人×４００円×１２ヶ月）
増車分差額： ８６７，０００円増
国庫補助 ： ５，２８０，０００円
その他支出 ： ４，７５０，２４５円
収支率 ： ４０．０５％ （行政負担率５９．９５％）

行政負担率の変化 ５９.１８％ → ５９.９５％ （０.７７増）

１日２時間の応援車

通年で１台増車

○年間を通して１日１台増車した場合の試算（平成２７年度実績値に追加した場合）
委託料 ： １７，５３８，０８４円 ＋５，６１３，３００円 （２３，１００円×２４３日）
運賃収入 ： ３，９０２，６００円 ＋ １７９，６００円 （４４９人(H27年度不成立実績値)×４００円）
増車分差額： ５，４３３，７００円増
国庫補助 ： ５，２８０，０００円
その他支出 ： ４，７５０，２４５円
収支率 ： ３３.５５％ （行政負担率６６.４５％）

行政負担率の変化 ５９.１８％ → ６６.４５％ （７.２７増）

引き続き需要調査を続け、必要に応じて応援車を配車していく 9



④．１日あたりキャンセル件数

○ １日あたりのキャンセル件数は３～５件となっている。
○ キャンセルの理由は「都合が悪くなったため」が最も多い。
○ 最もキャンセル件数が多いのは８月であり、台風の影響からか、他の月と比較して
「天候不良のため」が多い。
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３．市外運行についての検討課題の整理

①．乗合タクシーの運行ルートの原則

②．乗合タクシーについての改善要望等

③．検討課題の整理
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①．乗合タクシーの運行ルートの原則

○ 原則として市外へは直接アクセスはせず、路線バスとの競合を避けるとともに、路線バスの
需要確保に努めることとしている。

○ これまでは市内運行の安定化を優先してきたが、今後はニーズ把握や各種団体との協議、
調整を含め、具体的な検討を進めていく。

東金市総合交通計画（H24.3） P.63

第2次東金市総合交通計画（H28.3） P.60

【運行ルート】

《路線バスとの競合を避け、市外へは直接アクセスせず、地域内生活交通幹線路線の乗継拠点（最寄の鉄
道駅や主要バス停）や市内主要施設へは乗継なしで運行》
・市域外の目的地については、地域内生活路線の幹線路線を利用することによりアクセスを確保し、路線バ
スとの競合を避けるとともに、路線バスの需要確保に努める。
・なお、八街市やさんむ医療センターなどの市域を超えた目的地移動ニーズもあることから、引き続き利用者
ニーズの把握、関連自治体及び既存バス事業者等との協議調整を図りながら検討を進めるものとする。

【事業５】乗合タクシーの効率的な運行見直し

乗合タクシーの利用促進と利便性を高めながら、以下の観点等から運行形態を見直し、効率的な運行を実
施する。
●要望が多いさんむ医療センター等の市外における乗降場のあり方
●乗合率の向上 ・・・複数人利用による割引等の導入など
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②．乗合タクシーについての改善要望等

○ 平成28年1月29日～2月12日に実施した乗合タクシー利用登録者に対するアンケートの結
果、乗合タクシーの利用目的として63.1％から「通院」が挙げられており、実際の行き先と
して65.8％から「病院・診療所等」が挙げられております。

○ 一方、改善要望としては「市外への乗降場の設置」が最も多く挙げられております。
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第2次東金市総合交通計画 図2-54.57 （P.47-48）
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③．よく行く病院

○ 平成28年1月29日～2月12日に実施した公共交通に関するアンケート調査の結果、回答者
1,052人中、273人がよく行く病院として市外の病院を挙げている。そのうち80人はさんむ医
療センターを挙げている。
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約26％が市外の病院を利用している
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周辺
自治体

④．検討課題の整理

○ 詳細重要の把握のために調査を行い、その結果について分析していく。
○ 市内で検討し、実施したいか判断した後、周辺自治体へ打診する。

メリット ・ デメリット

○メリット

• サービス水準の向上

○デメリット

• 行政負担の増加
• 市内需要の流出

課題

1. 詳細需要の把握が不可欠

2. JR、路線バス、タクシー等との調整

3. 採算性の検討

4. 東金市地域公共交通会議での判断

5. 周辺自治体の意向確認

本当に市外運行が

必要かどうかの調査・
検討を進める。
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メモ
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